
編集後記
　近年，AI，IoT，ビックデータ等のICT技術は，目覚ましい進歩を遂げており，社会全体に，大
きな変化をもたらしている．中でも，chatGPTなどの生成AIで，論文を作成することも可能で，
近い将来は，Excel，Wordと同じように業務で普通に利用する時代が来ると言われている．数年後
は，この技報も生成AIによって作成された記事が掲載されるかもしれない．
それぞれの記事には個性があり，筆者の思いが感じられ，これも面白味の一つである．今後、生成
AIの活用があっても，画一的な記事にならないことを願うばかりである．� （川島委員）

　カヤバ史料館で展示している【歴史と年表】パネルの更新にあたり，電子機器製品の歴史を辿っ
てみると，その時代の社会状況がよく伝わってくる．西陣織の直織装置に始まり四輪車向け電動パ
ワーステアリング，電子制御サスペンションシステム，鉄道用制振装置といった製品をこれまで市
場に送り出してきた．現在は100年に１度の変革期と言われており，そのトレンドとされる自動化，
電動化などを手段として世界が直面する社会課題の達成が求められている．その施策は多種多様で
あり，カヤバにしかできない技術で明るく活気ある未来を描いた技報を皆で頑張って綴っていきた
いものである．� （椛澤委員）

　昨年，私が所属する㈱タカコは創立50周年を迎えた記念すべき年となった．ここまで，㈱タカコ
ではアキシアルピストンポンプの内蔵部品であるピストンあるいは，小型ピストンポンプ，ソレノ
イドバルブの設計・製造などを通じて油圧業界に貢献してきた．これから先は地球温暖化の問題等
で油圧に向けられる目が厳しいものになることが予測されるが，まだまだ油圧の良さはあらゆる方
面で必要不可欠なものとなっており，この油圧の良さを社会に貢献できる製品として開発し，本技
報を通じて全世界に紹介できればと考える．� （河野委員）
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　日頃，カヤバ技報をご愛読いただきありがと
うございます．第50号（2015年４月発行）から，
より多くの方々にご覧いただくことを目的とし，
弊社ホームページへの掲載を行っております．
是非ご利用下さい．
　なお，冊子の発行は従来通り行ないますので，
こちらもあわせてご利用下さい．

〈カヤバのホームページアドレス〉
https://www.kyb.co.jp/
（�トップ画面からカヤバ技報バナーをクリックし
て下さい）

ホームページへの掲載のお知らせ

　


